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L万分の占地質図E 別 海 (到II路一第 12 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師斎藤昌之

同 松井公平

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 37 年の春に，ごく短期間で行な η た野外調査の結果を，取まと

めて報告したものである。

この凶幅地域は，北海道の東端をしめて細長く突出した恨室半島基部の北に接し，地質

学的には，いわゆる千島弧の内帯と外帯とを区切る位置に当たる。したがって，多くの問

題を包蔵するところであると考えられるが，実際には，第四紀の火山砕)再岩頬によって基

盤岩類は深く J型積され，地表調査によってその実態をさぐることはできないc なお，この

図l隔地域内の調査資料としては，長谷川潔ほかによる，海浜砂鉄に関する報告がみられる

だけである。

報告にはいるに先だち，泥炭中の種子を鑑定していただいた，北海道大学農学部植物分

類学教室の伊藤浩司氏に，厚く謝怠を去する。

I 位置および交通

この図l隔のしめる地域は，北緯 43C20'~43°30'，東経 145
015'~1450

30' の間にあり，根

のつ十

室半島と野付111中のはほ、中間に位置し，根室湾に面している。

行政的には，根室支庁の管轄で，野付郡別海村にふくまれる。 湿地'市が多く，加えて，

春から夏にかけて濃霧の日がつづく寒冷な気候のため，農産物にも林産物にもみるべきも

のがない。したがって，交通網の発達は思いc 同別川の河口にある別海市街が，この図i隔

地域内にみられる，まとまった集落であるが，この別海市街も，あまり活気はない。わず

かに，水産業と酪農業が行なわれている。

道路は，閃i幅外の国鉄原津線の西別市街から，回別川ぞいに別海市街に達し，海岸ぞい

に北として，凶II肩外の標津市街(国鉄標津線の終着恨室標津)に通ずるものが，この地域

-1-



ロ
第 1 図位置図

の幹線である。その聞には，パスが運行しているが回数も少なく，冬になると運休する。

このほかには，日Ij海市街から風蓮湖(白鳥の飛来で有名)口の東悔にし、たる道路と，風蓮

湖の北岸から西岸をとおって厚床に通ずる道路がみられる。いずれも，路面は思いが自動

の運行は可能である。

II 地形

一望，標高 10m 以下の低い地形が，はるかにつづいているが，それは，凶!隔地域のほ

ぼ中央に当たる，茨散沼一西丸別川を結ぶ線を境にして，その南北で，趣が異なる。

茨散沼一西丸別川の線以北では，標高 10m ていどの低い丘陵地形が発達している。し

かし，その線以南に眼を転ずると，わずかに風蓮湖と西別川の聞に若干の丘陵がみられる

やち

以外は，野地坊主の発達する標高 2-3m 以下の湿地帯が，広漠として展開される。それ

は，ヤナギの濯木をまじえた，ヨシやアシの海原と表現されよう。そして，この海原の果

てには，図幅地域外の低い丘陵地が，どこまでもつづいている。

-2-
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この地域の主な inJ!!1 としては，制Ij JII と反命 II がある C とくに西日川は，流域面積が広
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く，いちじるしく蛇行し，流路には湿地帯が発達しているσ 冬季白鳥の飛来することで有

名な風蓮湖は，その南半分は厚床図!幅内にふくまれるが，北半分は，この凶幅の南端をし

めて発達し，湖の入口には，この地域からも行くことができる。

III 地質

III.J 概説

この地域を構成する地質は，すべて，第四紀の堆積物であるっそれは，第 4 凶のように

総括され，下部から，洪積世の薫別層，床丹浮石層，沖積(吐の泥炭層，砂丘堆積物，現河

川および氾 i監原堆積物などにわけられる。

時 代 層 序 柱状図 §~fj 岩 質 f庸 考

1、J出' 海浜堆積物 5s 砂 目染 砂鉄

第
現河川および

氾濫原堆積物
Al 砂， 6'柴，料 i 士

積

砂丘堆積物 Sci 砂， 出干 1 砂鉄

四

世
泥炭層 M 、，レ~ 炭

j奨
床丹浮石層 Tp 火山灰， {手石

紀
干責

薫別層
浮干 I ， 砂，喋，

世
K

ルi木 I: , ;tw\'{~

第 4 図模式柱状図

洪積世の薫別層および床丹浮石層は，いずれも，厚い火山砕何物からなる地層である。

その地質l時代は，明確ではないが，この閃|隔地域の北方に当たる，薫別地域にみられる状

態から判断して，洪積世後期の所産と考えられる。沖積世の泥炭層，砂丘堆積物，現河川

および氾濫原堆積物は，決散沼一西丸別川の線以南に広く発達する。それらは，根室海峡

にそって南下する沿岸流によって形成された砂川と，その影響でl培化の進んだ，丙別川水

系の三角川、lの堆積物である。
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III.2 薫別層

この地層は，この[ヨI隔地域の段下部層であって，同九日IJ川以北の海岸に露出している。

模式地は，床丹川河口付近であるが，岩相は，この地域で観察できるかぎりでは，きわめ

て偽層が楚達し，水平方向への変化がはげしいハ床丹川河口の模式地は， I苛さ約 10m の

崖であるが，海面から約 6m の高さのところまで薫別層が露出しその土には，後述する

床;丹j手ィ jl曽が不整合にのっている。

第 5 図 床丹川河口崖の薫別層および床

丹浮石居の露頭

KA~KーD…薫別府 Tp..·床汁浮石層

悼式地で、の薫別)脅は，次のような状態をしめしている。 最下部に，細粒の砂をはさむ亜

炭層がある(第 51司 K-A)o それは， 1m 位の間に，厚さ 20cm ていどのものが 2 枚み

とめられる。しかし，これを南に追って床丹川の市側illJ線になると， 1 枚となるのこの亜

炭層中には，北大農学部植物分類学教室の伊藤1(;- ~rJ氏の鑑定によって ， Corydαlis sp. と

された，本州北部から北海道に現生し，林縁部に生育する，エソザノエンコサクににた草木

-5-



の種子がふくまれている C この亜炭層の上に，縮粒の灰色砂， 1--3cm の安山岩傑，粘土

などからなる， f，為層の発達した部分があり，それに引続いて，浮石と礁が分科iされて互層

している部分がある〈第 5 凶 K-B)。これは， I享さ 2m を趨え，褐鉄鉱化作用がかなり行

なわれている c 次に厚さ約 2m の粗しも砂の層がくる(第 5 図K- ··C) 。 この部分は，分級

作用をうけて粒度がそろっているが，その上の 50cm-lm の間は，偽!脅がはげしいハこ

の上に，薄い黒土をはさんで，厚さ 2m の黄色の浮行層が堆積している(第 5[司 K-D)()

黒土の部分は，場所によってかなり変化し，南に.ill納;すると，厚さ 30cm f立の火山灰粘土

!習にかわり，中に，直径 25cm 大の木幹が宍在している(第 6 図L 黄色の浮石層は，厚

さ 2m で降下浮石と忠われる外観をしめして~、るc この浮石層の上部は黒色士にかわり，

後述する床丹浮石!替がのっている A

第 8 図 薫別層中の木幹(床丹 JII 河口南方海岸の崖)

なお，床丹部落から約 4km 南下した海岸には，灰色の軟質な凝灰岩が露出しv ているつ

-6-



その状態は，場所によって若干相違する c ある場所では，まえにのべた黄色浮石層が，薄

い粘土をはさんで，その上に堆積している c ある場所では，上部が削剥されて， 2 次堆積

した様相をみせて，後述する床丹浮石層の段下部j手石層が堆積している。したがって，こ

の凝灰岩は，薫7JIJ!脅の要員であり，その位置は，模式地における，亜炭!暑の層準よりは上

で，黄色浮石層の層準よりはド，と~、うことになる c 顕微鏡下では，わずかの斜長石，一普

通輝石，磁鉄鉱などをまじえてはし、るが，ほとんどがガラスの砕片だけから構成され，火

111 11(構造“ ash-structure" を呈している(第 7 凶)c

第 7 図 薫別層中の凝灰岩 II ニコル x 20

構成するものはほとんどカ円ラスの砕片である

III.3 床庁浮石層

この地層は，抗 ~';I'£~ 10m 以 f二の丘陵地をおおって広く発達する浮行を主体とした褐色の

地層である。厚さは，現在の地形が形成される際の削剥作用によって， J: 部が削られてい

るので，ところによっては，ひじように薄くなっている。模式地は，床丹川河 u 付近，お

よびルッチャル付 ，;11 であるが，そこでは， 2m を超えている。

床丹川河口の海岸の露頭では，まえにのべたように，黒色土をはさんで，薫別層の浮石

層の上にのっているが，それを棋に )JJ 跡すると，薫別層を斜めに切って，不整合におおっ

ている(第 8l 司)。最下部は，厚さ 1m のj農褐色火山灰で， 2mm ていど以ドの細粒浮石

に，小豆大の浮石をまじえた，厚さ 1m の同色の浮石の層がのる。 さらにその上に， 5~

- 7 ー



10em の黒色土(ノレツチヤルで、は， 1em の灰色粘土と 2em の黄褐色細砂)がのったのち，

ふたたび，浮石の層が堆積している。この浮石の層は，角張った大きな(米粒大-1x1.5

em) 浮石が約 40em の厚さに堆積した上に，厚さ 5cm ていと、の火山灰層をはさんで，さ

らに，小豆大以下の浮石が堆積したものである。この小豆大以下のj手石の堆積した部分

は，地表から厚く黒色土にかわっているが，虫色士部は 50em を超えている。

第 8 図 薫別層と床丹浮石層の関係

K-B-KD…薫別層 Tp…床丹浮石層

III.4 泥炭層

泥炭層は，茨散沼ー西丸別川の線以南の地域に広く分布している。多くは，湿地帯であ

るが，一部には，牧草地になっているところもある。厚さは明らかでないが，床丹部落か

ら 4km 位市にさがった海岸では， 2m を y包える ~it積がみられる。

III.5 砂丘堆積物

砂丘堆積物は，西丸別川河口から!有の海岸に，とくによく発達しているが，床丹部落付

近にも，若干みられる。西丸別川~別海では， I隔 150m，延長 2km，ルツチヤル~走古丹

(第 9 図)では，幅 200m，延長 6km にわたっている。高さは 2-3m で，下部には径 10

em 大の淡灰色の浮石が，まばらにはいっている。場所によっては，別海市街付近や走古

丹付近のように，砂鉄の濃集のいちじるしい部分もある。

-8-



第 9 図別海，走古J'}問の砂丘

III.6 現河川および沿j監原堆偵物

この地層は， 11-;IISilli乃流域にみられるものであるが，夜散出一同九日Ij川の線以 IH に，と

くにいちじるしくた遣している

III.7 海浜土佐偵物

この地域では， f己注があまりよくないが，全海岸にわたってみとめられ，場所によって

は， WJ引 II ill]1-1付近のように， {l宇扶のかなり濃集している部分があると

IV 応用地質

この地域の地トー資似として取上げられるものは，砂鉄だけである ο しかしこの砂鉄も，

この地域には海浜の兎遣が思いので，あまり多くを~むことはできない c

この地域の海浜で，とくに砂鉄の濃集がし、ちじるしくみられるのは，床丹付近， yjlj 海付

近および定 [Ii 丹付近である(第一 10 !->())o 次に，それらについて簡単にのベる。

IV.l 床丹付近の砂鉄鉱床

床丹付近は，丘陵が海にせまっているので，海浜は， II屈せまく存在するにすぎない。し

たがって， !日存する範囲はせまいけれども，床丹川の河口(、 J'; 呈には， lfh 位の高い，打上げ

-9-
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別海市街付近から風蓮i4JJ 口にかけで

は，高さ 2-3m の砂丘が発達しており，

その一部には，砂鉄の濃集している部分

がある c

別海市街(第 10 IXlC) では，砂丘の前

面と波打 l去の境付近に，かなりの砂鉄が

みられる。 50m 位の幅で，細長く海岸に

そって走っているが，延長および、厚さに

ついては，明確でない。砂丘の表面から

10em 厚さの着磁率は， 10;;;; であった。

走古丹付近(第 10 図 E) のものは，砂

層の表面から 10em 下に，砂鉄の濃集し

ているものである。賦存範囲は， 7m の 第 10 図砂鉄鉱床分布図

i隔で，細長く延長 300m にわたっており，着磁率は 22 りである。

そのほか，高別川河口の右岸砂丘(第 10 図 D) にも， 肉眼でかなりの砂鉄のみられる

IV.2 別海付近および走古丹

付近の砂鉄鉱床

砂鉄がみとめられる。

床丹川の河尻に当たる雷床丹橋付近 A

(第 10 図 A) には，幅約 10m で，延長

約 300m にわたる，砂鉄の濃集部が存在 寸

する c 地表面から 30em 下までの平均

着磁率は， 42%に達したc 全域にわたっ

て，精査する必要がある c

床丹部落の北約 500m 付近(第 10 凶

B) には，局部的に砂層の厚くなってい

る部分がある。この部分は， IIJ~4m，延

長 150m の範囲であって，砂層の表面よ

り 30em の問に，砂鉄のj農集がみられ

る c 平均着磁率は 29 ガである σ
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部分があるが，着磁率は1. 8~2.6 ガで，問屈にならない。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE
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Scale 1:50,000

BEKKAI

(Kushiro-12)

By

MasayukiSaito, K6heiMatsui

(GeologicalSurveyofHokkaidδ 〉

Rるsume

Themapareaofthissheetisadjacenttothenorthofthebase

oftheNemuroPeninsulawhichisaslenderprotrusionoccupyingthe

easterntipofHokkaidδ It issituatedinlat.43 口 20 に43°30' N.and

long.145ー15'-145ー30'E. Administrativelytheareaisunderthejurisｭ

dictionoftheNemuroBranch0伍ce oftheHokkaidδGovernment and

isincludedinBekkai-mura, Notsukke-gun.

Topogaphy

Avastlowlandtopography, lessthan10m abovesea leve l, charｭ

acterizesthemaparea. Developmentofswamps, coveredwithreeds

andrushesassociatedwithsporadicbushesofwillow , isremarkable.

Geology

ThegeologyoftheareaconsistsentirelyofQuaternarydeposits,

mostlypyroclastics. Itisdivided, inascendingorder, intothePleistoｭ

ceneKumbetsuformationandTokotanpumicebeds, theAlluvialpeat

bedsandsanddunedeposits , andtheRecentfluvialandfloodplain

deposits.

TheKumbetsuformationisexposedonthecoastnorthof the

NishimarubetsuRiver. Thetypelocalityisthevicinityofthemouth

oftheTokotanRiver. Theformation , overlyingalignitebedcontain-
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ingseedsofCorydalissp. , isvariablein facies;inaseendingorder

thefaciesvariesfromthefairlylimonitizedandpartiallycross-bedded

alternationof pumice, sand, graveland clay, thewell-sortedcoarse

sand, theyellowpumice, totheblacksoilwhichisunconformably

coveredbytheTokotanpumicebeds.

TheTokotanpumicebedsarewidelydistributedcoveringthehills

higherthan10mabovesealevel. Thebeds, consistingchieflyofbrown

pumice, havethetypelocalitynearthemouthoftheTokotanRiver

andnearRutcharu. Asmentionedbefore.therelationwiththeundｭ

er1yingKumbetsuformationisunconformable, withtheblacksoilin

between.

Economicgeology

Ironsandistheonlynoticeablemineralresourceinthisarea.

However, duetopoordevelopmentofthesandbeach, economicvalue

oftheironsandissmall.

IronsandconcentrationisremarkableinthevicinityofTokotan,

BekkaiandAyumikotan. ThebeachnearTokotanisnarrow, with

thehillsclosetotheseashore, hencetheoccurrenceofironsandis

limited. However, inthevicinityofthemouthoftheTokotanRiver

andthevillageofTokotan, washedashoreironsandofhighoregrade

isfound, showing42;3';:;and29% magneticconcentrationraterespecｭ

tively. TheironsandinthevicinityofBekkaiandAyumikotanis

concentratedinthesandduneswhicharedevelopedfromthemouth

of theNishimarubetsuRivertotheentranceoftheFiirenLake;

magneticconcentrationrateis103~ fortheformerand22;};:;forthe

latter, althoughtheorereservesareunknownasnodetailedsurvey

hasbeencarriedoutyet.
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